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1.はじめに

全地球H^j票塗C=lT気≡**yzt寵　｢こJ-サ㌔､､て.6こ､飛

体の機動性を有効に活周することが塵要である0

本報告では､スペースシャトル､宇箇ステ-ショ

ン､人工管主などゥー;r貢慧^^三i.'.-'Jj-¥�""�"5埜ラ,:1ダ--

(衛星搭載ライダーと略)観測の可能性について､

地球温畷化という観点から重要な高層雲観測の計

算機シミ且レーション結果を例に挙げ検討を行う0

2.　シ　ミ　ュ　レーシ　ョ　ンモデル

計芸に薫､.･､たシステ.1こ　　　と′;てij¥長�"-.-*｣r責:_

に示すO　スペースシャトルでは　300飯田､宇箇ステ

ーションで;I-'　ぎ:.1こI:､　重でよ　さ丁:'･::二二空士‥L.=曇

刺を･行う｡大貫モデ'�"' c'n7x三善ご三太君主､　と-3･ごご

まerJ〇rcc.r､:ASA　こ示さ　　　　　　~> ..ォ<�"　二､二~一二/

ルを責:∫､.た｡票:S,≡エアニ､ゾ/ノ::=つ､･いて-<蝣ォ.､ ∴

噴火など�"2z｣.雪雲/:'ベニン.¥T"〒　　去キ　ーJ､二J.

倍のエン-ンスメントを想定したO雲は地球温畷

化に大きな影響を持っ高層雲　68-且2駄閑　の高度に

厚さ　舶頂のアルベド　慮0%の綿雲)を想定した0本

シミ皿レ-シ雷ンでは､ (エアロゾルも含めた)

室賀副を忘志して'了･る:'こ己一　票:,､蝣'- :C^ -'- -Jn手-_芸だの

みを信号とし､大乗分子のレー{j　散乱成分は雑

音として信号対雑音比(S/N)を計算したo

s.シミ　コ.ン-シ=　ン'�"E>-<と�"-p^.n'j

シミ皿レーショ　ン結果をまとめるとは次のよう

になる｡

且)夜間の雲観動では､どの飛期体からも､エネ

ルギ-まOOtnJでは積算10回以下で､また積算100回

ではエネルギー且OmJ以下でも十分に観測がが可能

である｡

2)夜間のエアロゾル観測では､飛糊体の高度に

より観測可能な高度領域は異なるが､成層圏エア

ロゾルについては､100mJ程度のエネルギーで積

算100回で28-13km程度の領域において観測が可

能であるO対流圏エア田ゾルに関しては3km以下

程度の領域に制限される0

8)昼間の雲観測では､どの飛堀体からも､エネ

ルギSOOiJでは積算且0回以下で､また積算100回

ではニネ/!/ギ三･:汀こ室cr5r
Ix.で態｣(!が可能であるO

<-;,1':盲の-ニ7コゾ^mmでは､飛堀棒の高度に

より観測可能な高度領域は異なるが､成層圏エア

ロゾルについては､500mJ程度のエネルギーで積

算且00回で27-13摘程度の領域において観測が可

能であるO対流感エアロゾルに関しては3km以下

程度の領域に制限されるO

シミュレ-ション結果の例を図2に示す.

おわりに

シミュレーショ　ンの結果は､衛星搭載ライダー

観測が十分に可能であることを示した｡今後は実

現に向けてより具体的な開発(例えば小型軽豊低

ぎ･



消費電力半導体レーザ励起による高出力長寿命固

体レ-ザの開発､受信系や信号処理系などの自動

制御化､トータルシステムとしての信報性の追求

など)が強く望まれる｡さらに､多層に渡る雲の

立体構造の把窪､雲内部組成や雲の種類の決定､

Table頂　Sys始m parame官ers and measuremen官

conditions tor the simu‡ation.

Transm tter

Laser Wavelength

Pulse Energy

Pulse Rate

S32n邑(Nd:YAG. SH)

Variab王e

Considerable (lOHz)

Receiver

Telescope Dia想eter

Field-oi卜View

Optical Band管idth

Syste屯Optical Efficiency

P別T Quanta笥Efficiency

1.Oa

0. 1担rad

l.On旬(Night Ti笹e)

0.In同(Day Ti取e)

30% (Night Ti罷e)

15% (Day Ti現e)

20%

Condition

Target

Background Noise

Nu孤ber of Shots

Hight Resolution

Horizontal Resolution

Flight Model

AItitude

Velocity

Cirrus (8-12k恥　Albedo 40%)

Aerosol

1. 842W/iViw

Vanab王e

500b

Depend on Number of Shots x Pulse Rate

Spaceshuttle Space-station Satellite

300k盈　　　　　　460k現　　　　　　　800kn

7. 7k包/　　　　7. 6ksa/s　　　　7. 5k包/S
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黄砂､サハラダスト､極成層圏雲(PSCs)の観測､

氷床高さの計測など､衛星搭載ライダーの研究対

象として興味深い地球大気現象が数多くあり､こ

れらに関してのシミュレーションを今後とも続け

ていく予定である｡
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Fig.1 Atmospheric model of backscatter coeffi-

cients of air molecule, aerosol, and cloud.
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Fig.2　Expec始d闇ar return signaHsigna卜to noise ratio>10)

with laser power; (a) nighittime and (b) daytime.
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